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理
事
長

占
甲
　

Ⅲ
”

平
成
２８
年
７
月
５
日
、
佐
賀
県
学
校
給
食
会
理
事
長
に
就
任
、
重
責

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す

が
、
学
校
給
食
の
充
実
発
展
に
尽
力
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様

方
の
ご
協
力
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
佐
賀
県
学
校
給
食
会
は
、
昭
和
２７
年
４
月
に
任

意
団
体
と
し
て
発
足
後
、
昭
和
３‐
年
１０
月
に
、
学
校
給
食
法
に
基
づ
き
、

国

・
県
の
意
向
を
受
け
て
、
財
団
法
人
佐
賀
県
学
校
給
食
会
と
し
て
新

た
に
改
組
発
足
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
全
国
学
校
給
食
会
連
合
会
の

発
足
は
、
昭
和
３２
年
で
す
。

昭
和
２７
年
の
文
部
省
の

「学
校
給
食
実
施
方
針
」
の
通
達
に
よ
り
、

完
全
給
食
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
良
質
の
物
資
を
低
廉
に
購
入
し
、

給
食
費
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
物
資
の
共
同
購

入
が
行
わ
れ
、
昭
和
４‐
年
４
月
か
ら
財
団
法
人
佐
賀
県
学
校
給
食
会
が
、

指
定
物
資
の
他
、
副
食
の
材
料
で
あ
る

一
般
物
資
を
取
り
扱
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

昭
和
２９
年
６
月
に
は
、
永
年
の
要
望
で
あ

っ
た

「学
校
給
食
法
」
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
ｃ
こ
れ
に
よ
り
、
学
校
給
食
の
目
標
、
経
費
の
負
担

区
分
、
国
の
補
助
等
が
明
文
化
さ
れ
、
学
校
給
食
実
施
体
制
が
法
的
に

整
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
は
、
設
置
者
や
学
校
に
学
校
給
食

を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
奨
励
法
で
あ

っ
た
た
め
、
そ
の
後
改

正
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会

は
、
学
校
給
食
の
普
及
奨
励
に
努
め
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
ヽ

昭
和
４６
年
度
中
に
、
低
温
流
通
機
構

（
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
一
製
造

工
場
か
ら
、
冷
凍
車
で
学
校
給
食
総
合
セ
ン
タ
ー
ヘ
搬
入
し
、
総
合
セ

ン
タ
ー
冷
凍
倉
庫
よ
り
冷
凍
車
で
単
独
調
理
校
及
び
共
同
調
理
場
の
冷

凍
庫

へ
供
給
で
き
る
よ
う
に
整
備
．
本
格
的
な
冷
凍
食
品
の
取
り
扱
い

を
開
始
し
た
。
）
の
導
入
と
佐
賀
県
学
校
給
食
総
合
セ
ン
タ
ー

（県
内
の

学
校
給
食
用
物
資
流
通
の
拠
点
と
し
て
、
冷
凍

・
冷
蔵

・
常
温
倉
庫
を

有
し
、
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
衛
生
管
理
室
、
各
種
講
習
会
等

の
調
理
実
習
室
、
情
報
展
示
室
等
を
備
え
た
総
合
的
な
施
設
）
を
竣
工

し
、
昭
和
４７
年
４
月
か
ら
、
現
在
地
で
業
務
を
開
始
。
今
日
ま
で
、
学

校
給
食
の
安
定
供
給
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

昭
和
５‐
年
か
ら
、
米
飯
給
食
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
１２
年
４

月
、
学
校
給
食
用
米
穀

（政
府
米
）
の
値
引
き
措
置
が
廃
止
さ
れ

（全

額
保
護
者
負
担
と
な
り
、
市
町
村
購
入
が
始
ま

っ
た
）
、
自
主
流
通
米
を

供
給
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
１２
年
１２
月
に
は

「新

食
糧
法
」
の
告
示
改
正
が
行
わ
れ
、
県
学
校
給
食
会
が
政
府
米
に
つ
い

て
直
接
購
入
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２４
年
４
月
か
ら
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
、
県
の
認
定
を
受
け
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
平
成
２８
年
に
は
、
設
立

（昭
和
３‐

年
１０
月
）
６０
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
会
が
設
立
以
来
行

っ
て
参
り
ま
し
た
、
学
校
給
食
を
支

え
る
営
利
を
目
的
と
し
な
い
専
門
組
織
と
し
て
の
諸
事
業
が
、
公
益
を

目
的
と
し
た
公
共
性
の
高
い
事
業
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
間
、
佐
賀
県
学
校
栄
養
士
会
、
佐
賀
県
学
校
給
食
共
同
調
理
場

連
絡
協
議
会
、
佐
賀
県
保
健
体
育
研
究
会
給
食
部
会
、
学
校
給
食
総
合

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

（調
理
献
立
委
員
会
、
物
資
選
定
委
員
会
、
委

託
工
場
選
定
委
員
会
）
そ
し
て
、
各
学
校
の
給
食
主
任
の
先
生
方
等
と

の
強
力
な
連
携
の
も
と
、
学
校
給
食
の
普
及

・
充
実
と
食
育
の
推
進
等

に
関
す
る
事
業
を
展
開
す
る
中
で
、
児
童
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
の
支

援
に
努
め
て
参
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
県
、
市
町
、

学
校
、
給
食
提
供
に
携
わ
る
方
々
、
及
び
保
護
者
等
多
く
の
方
々
の
ご

支
援
と
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
も
、
公
益
財
団
法
人
佐
賀
県
学
校
給
食
会
と
し
て
、
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
て
５
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
食
育

推
進
の
機
運
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
学
校
給
食
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
異
常
気
象
や
自
然
災
害
に
伴

嘱
警
ｉ
犠響
群
一蒔
喜
携
・・勝
セ
庭
を

公
益
財
団
沐
人
佐
貨
県
学
校
給
食
会
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う
農
作
物
の
価
格
の
高
騰
や
輸
入
原
材
料
の
値
上
げ
、

燃
料
費
の
高
騰
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行
方
の
不
透
明
さ

な
ど
、
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
学
校
給
食
が
円
滑
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
、
安
全
安
心
を
第

一
に
、
良
質

な
学
校
給
食
用
物
資
の
安
定
供
給
に
努
め
、
次
の
３

つ
の
公
益
事
業
を
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
私
た
ち
の

使
命
と
と
ら
え
、
学
校
給
食
の
運
営
支
援
と
充
実
発

展
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
ｃ

Ｏ
品
質
に
す
ぐ
れ
、
衛
生
上
安
全
で
、
低
廉

（安
価
）

な
学
校
給
食
用
物
資
の
安
定
供
給
に
努
め
る

米
飯
や
パ
ン
、
調
味
料
な
ど
の
物
資
を

一
括
に
取

り
扱
い
、
低
廉
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
す
る
だ
け

で
な
く
、食
物
の
安
全
を
期
す
た
め
の
各
種
検
査
（残

留
農
薬

・
食
品
添
加
物

・
放
射
性
物
質

・
細
菌

・
腸

管
出
血
性
大
腸
菌
０
１
５
７

・
サ
ル
モ
ネ
ラ

・
ア
レ

ル
ギ
ー

・
異
物
混
入
等
々
）
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
工
場
等

へ
の
立
ち
入
り
検
査
も
行
う
こ
と
で
、

よ
り

一
層
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

②
地
産
地
消
推
進
の
た
め
、
地
場
産
物
の
活
用
推
進

と
製
品
化
を
進
め
る

平
成
２８
年
度
か
ら
第
３
次
食
育
推
進
基
本
計
画
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
し
く
食
文
化
の
継
承
に
向

け
た
食
育
の
推
進
と
し
て
、
学
校
給
食
の
献
立

へ
和

食
や
郷
土
料
理
等
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
課
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
も
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
栄
養
士

・
セ
ン
タ
ー
所
長

・
健
康
増
進
課
等
で

組
織
す
る
調
理
献
立
委
員
会
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て

学
校
給
食
用
物
資
の
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
ｃ

０
健
全
な
心
身
と
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
基
礎
と

し
て
の

「食
育
」
の
推
進
支
援
に
努
め
る

食
育
は
、
心
身
と
も
に
育
ち
盛
り
の
子
ど
も
た
ち

に
と

っ
て
、
食
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
適
切
な
成
長
を

促
進
す
る
た
め
の
重
要
な
学
習
で
す
。
本
給
食
会
は
、

栄
養
教
諭

・
学
校
栄
養
職
員
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
の

も
と
、
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

近
年
、
学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
異
物
混
入
や
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
食
に
関
わ
る
安
全
性
に
つ
い
て

大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
ｃ
本
会
も
、
学

校
給
食
の
重
要
性
を
鑑
み
、
子
ど
も
た
ち
の
命
と
健

康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
、
良
質
な
食
材
の
購

入
や
異
物
混
入

へ
の
対
策

・
対
応
を
図

っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

昨
年
は
、
多
く
の

「異
物
混
入
」
に
よ
り
、
学
校

は
も
と
よ
り
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
委
託
加
工
工
場

・
物
資
供
給
業

者
等

へ
の
衛
生
指
導
の
強
化
等
、
安
全
性
を
確
保
し
、

安
心
し
て
物
資
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、　
一

層
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
給
食
会
の
業
務
や
活
動
は
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
食
に
対
す
る
思
い
を
し

っ
か
り
と
持
ち
、

そ
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
健
康
管

理
や
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
に
寄
与
す
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
今
後
も
、
安
全
で
安
心
で
き
る
良
質
な
給

食
用
物
資
を
提
供
し
、
学
校
、
保
護
者
及
び
地
域
の

方
々
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
給
食
会
と
し
て
ご
期
待
に

応
え
ら
れ
ま
す
よ
う
公
益
活
動
を
充
実
さ
せ
て
参
り

ま
す
。

学
校
給
食
の
発
展
充
実
を
め
ざ
し
、
役
職
員

一
九

と
な
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
決
意
を
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
．
　
　
　
・

．

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
学
校
給
食
用
バ
ン
小
麦
粉
の

産
地
及
び
原
料
配
合
を
変
更
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
北
海
道
産
小
麦
粉
６０
％
、
県
産
小
麦
粉

４０
％
、
国
内
産
１
０
０
％
の
小
麦
粉
で
バ
ン
を
製
造
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
県
産
１
０

０
％
の
小
麦
粉
で
供
給
い
た
し
ま
す
．

そ
の
他
の
配
合
に
つ
い
て
は
変
更
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
八
年
度
第
三
回
の
パ
ン
品
質
調
査
の
折
、

各
工
場
で
試
験
焼
さ
れ
た
県
産
１
０
０
％
小
麦
粉
バ
ン

を
持
ち
込
み
い
た
だ
き
、
改
善
点
を
協
議
し
、
そ
の
後
、

全
工
場

一
堂
に
会
し
、
試
験
焼
を
実
施
し
て
最
終
調
整

を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
地
産
地
消
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
ｃ

一プまり●ρパ́
一

∵
１
●一割一

３

一

一当

一

●上‐「
″一圧一の拘一一″一

刀一ン
０
―ヽ
―
・

ノ
ノ
月〓
√〈『氏

名ロ校．］丁
ショートニング1月見月旨杉浮し



第 124号(3)平成29年 3月 31日

不

量

量

場
軋

霧

量

唐
津
市
立
浜
玉
中
学
校
　
栄
養
教
諭

　
福
山
一　
部
趙
訛

１
　
は
じ
め
に

平
成
２８
年
８
月
１
日
、
唐
津
市
東
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
が
開
所
し
ま
し
た
．
本
セ
ン
タ
ー
は
、
安

全
　
安
心

・
適
温
で
、
お
い
し
い
学
校
給
食
を
提
供

す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
最
新
設
備
が
導
入
さ
れ
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
き
衛
生
面
に
最
大
限
配
慮
し

た
学
校
給
食
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
．

昨
年
７
月
ま
で
稼
動
し
て
い
た
厳
本
、
相
知
、
北

波
多
、
浜
玉
の
４
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、

相
知
町
相
知

「
天
徳
の
丘
」
、
相
知
中
学
校
の
近
く

に
開
所
し
た
本
セ
ン
タ
ー
は
小
学
校
１０
校
、
中
学
校

６
校
、
幼
稚
園
１
回

へ
給
食
を
届
け
て
い
ま
す
．
小

学
校
２
１
０
０
人
、
中
学
校
１
１
８
０
人
、
幼
稚
園

２５
人
分
を
調
理
員
３５
名
と
栄
養
管
理
者
３
名
、
市
職

員
６
名
が
協
力
し
て
お
い
し
い
給
食
作
り
を
進
め

て
い
ま
す
ｃ
施
設
は
唐
津
市
直
営
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
ｃ
配
送
は
民
間
委
託
で
あ
り
、
乗
務
員
１８
名

と
配
送
卓
９
台
に
よ
り
給
食
を
学
校
に
届
け
て
い

ま
す
。

２
　
唐
津
市
東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

（１
）
衛
生
管
理
の
徹
底

調
理
場
は
細
菌
の
増
殖
を
防
ぐ
た
め
、
常
に
床
が

乾
い
た
状
態
で
調
理

・
洗
浄
作
業
が
で
き
る

「
ド
ラ

イ
シ
ス
テ
ム
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
っ
こ
の
ド

ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を
適
切
に
運
用
す
る
た
め
に
、
様
々

な
施
設
設
備
が
整
備
さ
れ
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
仕

組
み
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
の

様
々
な
作
業

に
中

で
発
生
す

る
と
考
え

い
れ
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
、
予
防
的
に
阻
止
す
る
た
め

の
工
夫
も
あ
り
ま
す
．
そ
の

一
つ
に
更
衣
が
あ
り

ま
す
．
毎
日
の
検
収
や
下
処
理
作
業
か
ら
調
理
作

業

へ
移
る
と
き
は
、
新
た
な
業
務
内
容
と
役
割
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
薄
緑
色
の
作
業
着
か
ら
白
色
の

作
業
着
に
更
衣
し
ま
す
．
更
衣
を
済
ま
せ
た
調
理

員
は
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
を
く
ぐ
る
こ
と
で
、
調
理
作
業

へ
移
行
す
る
と

い
う
意
識

の
切
り
替
え
と
、
粘
着

ロ
ー
ル
テ
ー
プ
だ
け
で
は
取
り
除
け
な

い
異
物
を

除
去
し
ま
す
．

ま
た
、
施
設
内
は
各

フ
ロ
ア
が
作
業
に
応
じ
て
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
め
確
定
し
た
作
業
動
線
に

そ

っ
た
調
理
作
業
は
隔
壁
で
隔
て
ら
れ
た
部
屋
単

位
で
進
み
ま
す
．
加
熱
前

の
食
材
と
加
熱
後

の
食

材
が
交
差
し
な
い
よ
う
な
調
理
室
の
動
線

間
取
り

と
な

っ
て
お
り
、
徹
底
し
た
衛
生
管
理
の
下
に
学
校

給
食
の
調
理
を
行

い
、
２
次
汚
染
を
防
ぐ
仕
組
み
が

施
設
設
備
全
体
に
生
か
さ
れ
て
ま
す
。

給
食
の
食
材
は
、
野
菜
　
果
物
と
肉

・
魚
の
２
つ

の
検
収
室
を
経
由
し
、
下
処
理
室
か
Ｌ
加
熱
調
理

室
　
揚
げ
焼
き
蒸
し
室
を
経
由
し
調
理
さ
れ
ま
す
．

前
室
を
備
え
た
和
え
物
室
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
こ

米
飯
は
、
米
倉
庫

・
洗
米
室
　
炊
飯
室
を
経
由
し
、

配
缶
室
で
食
缶
に
配
缶
さ
れ
ま
す
．

毎
日
の
調
理
に
携
わ
る
調
理
員
は
「安
全

安
心

・

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
に
な
る
給
食
を
め
ざ
し
て
」
の

思
い
の
元
、
５
Ｓ
活
動

（整
理

・
整
頓

・
清
掃
　
清

潔
　
習
慣
）
を
展
開
し
Ｈ
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．

（２
）
適
温
の
お
い
し
い
給
食
作
り

温
か
い
も
の
は
温
か
く
、
冷
た
い
も
の
は
冷
た
い

ま
ま
給
食
を
児
童

・
生
徒
に
届
け
る
た
め
、
ス
テ
ン

レ
ス
素
材

の
二
重
断
熱
食
缶
を
採
用
し
ま
し
た
．

米
飯
食
缶
、
汁

・
煮
物
食
缶
、
和
え
物
食
缶
等
、
す

べ
て
の
食
缶
は

コ
ン
テ
ナ
配
送
に
対
応
し
た
最
新

式
の
も
の
で
、
一品
い
断
熱
性
能
に
よ
り
教
室
で
配
膳

さ
れ
る
時
に
も
、
湯
気
が
上
が

っ
て
い
ま
す
ｃ

ま
た
、
配
送
時
間
を
上
限
４０
分
と
設
定
し
、
各
学

校

へ
の
配
送
計
画
を

つ
く
り
ま
し
た
ｃ
お
い
し
く

作

っ
た
食
事
を
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
安
全
運
転
に
よ
る
定
時
配
送
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら
、
当
初
課
題
と
さ
れ

た
児
童
生
徒
の
食
べ
残
し
も
大
き
く
減
少
し
、
さ
ら

な
る
改
善
を
目
指
し
献
立
や
調
理
の
工
夫
を
し
て

い
ま
す
ｃ

（３
）
ア
レ
ル
ギ
ー
専
用
調
理
室
の
設
置

ア
レ
ル
ギ
ー
専
用
調
理
室
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の

食
物

ア
レ
ル
ギ
ー

ヘ
対
応
し
た
調
理
を
進
め
て
い

ま
す
。
原
因
食
品
を
個
別
に
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可

能
な
範
囲
で
除
去
食
と
代
替
食
を
調
理
し
ま
す
。

現
在
、
５０
名
を
超
え
る
児
童
生
徒

へ
対
応
し
て
お
り
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
専
任
の
調
埋
ス
タ
ッ
フ
が
、
個
別

に
計
画
さ
れ
た
献
立
と
調
理
指
示
に
よ
り
、
毎
日
の

食
事
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
室
専
用
の
様
々
な
調
理
器
具

が
備
え
ら
れ
、
小
型
ス
テ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン

オ
ー
プ
ン
や
電
子
レ
ン
ジ
、
Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
な
ど
も
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
ｃ
こ
れ
ら
に
よ
り
児
童
生
徒

の

個
別
の
課
題
に
応
じ
た
適
切
な
調
理
が
実
現
し
て

い
ま
す
．
さ
ら
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
食
事
を
二

重
断
熱

ス
テ
ン
レ
ス
ジ

ャ
ー
に
盛
り
付
け
る
こ
と

で
、
少
量
配
缶
に
と
も
な
う
品
温
や
食
味
の
低
下
を

防

い
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
必

要
な
児
童
生
徒
の
楽
し

い
給
食

の
時
間
を
保
障
す

る
取
り
組
み
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

（４
）
地
産
地
消
の
推
進

現
在
、
学
校
給
食
に
は
地
場
産
食
材
を
活
用
し
た

地
産
地
消
の
学
校
給
食
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
．
本
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
唐
津
市
産
を
中
心

と
し
た
県
産
食
材
に
よ
る
学
校
給
食
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
．
こ
れ
ま
で
、
学
校
給
食
を
支
え
て

下
さ

っ
た
青
果
商
や
流
通
業
者
、
生
産
者
の
協
力
の

下
、
地
域
と
連
携
し
て
地
場
産
食
材
を
活
用
し
た
学

校
給
食
が
実
現
し
て
い
ま
す
。
大
規
模
生
産
農
家

の
協
力
も
あ
り
、
唐
津
産
の
野
菜
や
果
物
の
ほ
か
、

地
域
の
肉
や
魚
が
毎
日
た
く
さ
ん
届
き
ま
す
．）

ま
た
、
３
４
０
０
人
分
の
大
量
の
食
材
が
届
く
こ

と
か
し
前
日
納
品
と
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
安
定

供
給
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
検
収
時
間

の
確
保
と
余
裕
を
生
み
だ
し
、
確
実
な
検
収
の
実
現
、

返
品
や
交
換

へ
の
適
切
な
対
応
と
な
り
ま
し
た
ｃ

さ
ら
に
、
多

い
日
に
は
２
０
０
ｋｇ
ほ
ど
使
用
す
る
玉

葱
は
、
唐
津
市
内
の
青
果
加
工
事
業
者
に
よ
り
皮
を

剥
離
し
た
も
の
が
納
品
さ
れ
、
安
定
し
た
品
質
の
工

葱
が
届
き
ま
す

）^
こ
の
こ
と
で
、
調
理
時
間
の
確
保

と
確
実
な
安
全
点
検
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
も
あ
り
、
本
セ
ン
タ
ー
の
地

場
産
食
材
活
用
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。
直
近
の
結

果
で
は
、
唐
津
市
産
が
６８
　
６
％
、
佐
賀
県
産
６

８

・
％
で
、
佐
賀
県
産
は
７５

・
４
％
と
な
り
ま
し
た
．

こ
れ
は
地
域
連
携
の
成
果
で
あ
り
、
関
係
者
の
積
極

Ｌ
が
取
り
組
み
と
力
強

い
協
力
に
感
謝
し
て
い
ま

す
．
今
後
も
、
地
域
を
ま
わ
り
、
新
た
な
食
材
の
掘

り
起
こ
し
を
進
め
、
地
場
産
食
材
を
活
用
し
た
学
校

給
食
を
推
進
し
ま
す
。

（５
）
学
校
、
家
庭
、
地
域
と
連
携
し
た
食
育
の
推
進

統
合
さ
れ
た
４
つ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
れ

ま
で
も
地
域
や
家
庭
と
連
携
し
、
児
童
生
徒
の
実
態

に
応
じ
た
食
育
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
．
各
学
校

の
学
校
教
育
目
標
を
確
認
し
つ
つ
、
目
指
す
子
ど
も

像
を
明
ら
か
に
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
ｃ
今
回
の
統
合
で
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
総
括
し
、
見
直
し
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
新
た

な
食
育
の
姿
を
確
立
し
推
進
す
べ
く
、
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
．

食
は
、
地
域
や
風
上
、
歴
史
、
文
化
に
根
ざ
し
た

も
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
は
そ
こ
に
生
ま

れ
、
育

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
ら
が

生
ま
れ
育

っ
た
地
域
を
深
く
翌
解
し
、
地
域
を
大
切

に
し
、
故
郷
に
生
き
る
人
々
と
交
流
し
愛
す
る
気
持

ち
を
育
む
食
育

・
学
校
給
食
が
求
め
い
れ
て
い
ま
す
＾̈

今
後
の
食
育
推
進
に
む
け
、
唐
津
市
東
部
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
唐
津
市
食
育
研
究
の
核
と
な
り
、
課

題
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
と

連
携
し
た
食
育
推
進
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
．

３
　
お
わ
り
に

唐
津
市
民
の
期
待
と
負
託
を
受
け
て
開
所
し
た

唐
津
市
東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
か
ら
の

唐
津
市
の
学
校
給
食
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
［

開
所
し
て
半
年
が
過
ぎ
る
今
、
日
々
の
業
務
か
ら
明

ら
か
に
な

っ
た
様
々
な
課
題
を
整
理
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
所
直
後
よ
り
保
護
者
、
民
生
委
員
、
市
議
会
な

ど
多
く

の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ｃ
説
明

会
や
試
食
会
も
度
々
開
催
し
、
保
護
者
や
家
庭
、
地

域
と
の
交
流
、
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

本
セ
ン
タ
ー

ヘ
向
け
ら
れ
た
市
民
の
思

い
や
考
え

を
伺
い
、
確
認
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
ｃ
今

後
も
、
地
域
と
の
交
流
を
さ
ら
に
進
め
、
唐
津
な
ら

で
の
取
り
組
み
と
し
ま
す
．

こ
れ
か
ら
も
、
児
童
生
徒
の
夢
と
希
望
を
実
現
し
、

生
涯

の
健
康
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
学
校
給
食
作

り
を
続
け
、
５
つ
の
ゼ
ロ

（食
中
毒
事
故
ゼ
ロ
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
ゼ
ロ
、
異
物
混
入
事
故
ゼ
ロ
、

食
べ
残
し
ゼ
ロ
、
労
災
事
故
ゼ
ロ
）
を
基
本
と
し
て
、

安
心
安
全
な
給
食
作
り
、
楽
し
く
お
い
し
い
給
食
作

り
、
地
産
地
消
の
給
食
作
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
．



第 124号
平成29年 3月 31日 (4)

平
成
２８
年
１２
月
２７
日

（火
）
公
益
財
団
法
人

雌
潔
叡
麟
徹
鮒
は
輸
蹟
町
秤
劫
畑
許
仕
賀
（縣
知

育
委
員
会
、
佐
賀
県
学
校
栄
養
士
会
に
御
後
援

を
賜
り
次
の
趣
旨
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

趣
　
旨
学
校
給
食
の
献
立
調
理
に
つ
い
て
、
日
頃
実

践
し
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
、
学
校
給
食
関
係

者
の
資
質
向
上
、
日
本
型
食
生
活
、
地
場
産
物

の
活
用
と
普
及
、
推
進
を
目
指
し
、
学
校
給
食

に
お
け
る
食
育
の
推
進
を
図
り
、
食
事
内
容
の

充
実
、
食
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
日
的
と
す
る
．

課
題
部
門

（県
産
活
用
）
、
自
由
部
門

（創
作

料
理
）
の
２
部
門
で
、
佐
賀
県
学
校
栄
養
士
会
の

御
推
薦
頂
い
た
県
内
各
地
よ
り
課
題
６
チ
ー
ム
、

自
由
７
チ
ー
ム
都
合
１３
チ
‐
ム
か
ら
、
学
校
給

食
実
践
献
立
の
人
気

メ
ニ
ュ
ー
の
出
品
が
あ
り

次
の
、
７
名
の
審
査
員
の
先
生
方
に

審
査
員

二
評
減
２８
年
度

（第
４５
回
）

厳
正
な
審
査

呈
日類
審
査
、
試
食
採
点
等
）
が

な
さ
れ
入
賞

一
覧
表
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
の
賞

が
、
各
チ
ー
ム
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

授
与
に
先
立
ち
、
審
査
代
表
３
名

の
方
々
か

ら
講
評
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の

感
想
、
留
意
点
等
、
詳
細
な
も
の
で
し
た
ｃ

総

評

と

し

て
は
、
各

献

立

と

も

人
気

メ

ニ
ュ
ー
だ
け
あ

つ
て
、
バ
ラ
ン
ス
も
と
れ
て
お

り
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
審
査
に
苦
慮
し
た
と
の

感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
こ

ま
た
、
県
内
か
ら
学
校
給
食
関
係
者
約
１
０

０
名
の
来
場
が
あ
り
見
学
、
試
食
頂
き
盛
会
な

献
立
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
．

な
お
、
こ
の
会
に
併
催
し
て
開
催
し
た
学
校

給
食
用
物
資
展
示
会
は
、
（県
内
外
２‐
社
の
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
展
示
、
試
食
）
新
規

の
献
立
作
成

に
役
立

つ
等

の
高
評
価
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま

す
．

県産品活用

最優秀賞
鹿島市立学校給食センター

優秀賞 武雄市立山内東小学校

優秀賞 1佐賀県立金立特別支援学校

・Ш内町の黒米ごはん  。牛撃L ・若楠ポークのレモンソース炒め
・ゆで野菜  ・豆腐だんごのみそ汁  ・味つけのリ

ごはん  。牛乳
・野菜のもみじ和え

献 立 名
・鶏肉と大豆の有明揚げ
・鹿島ほっこり汁  ・鹿島のみかん

・ご飯  ・蓮根入り鶏肉のつくね焼き
人参の金平  ゆかり和え ・みそ汁

・牛予L ・ブロッコリー
・ココアゼリー

優秀賞 1伊万里市学校給食センター
 |1懸告讐拿ヨ雰

ん
.基墓肇の多繁?ヒ

モンソースかけ

一 小城市芦刈学校給食センター |・ 要
御飯 。牛乳  魚の変わリアスパラソース燒き‐―‐― ―‐レヽ ‐⌒ ―́ ´ |.か みかみサラダ  小城の食材いっばい味0曽汁  ・果物 (芦メ」いちご)
・牛乳  ・ハンバーグ  ・磯香和え

・ふわふわ汁

普及奨励賞

三二三
ハイ磯の書蟄ンソ貢貢ヒ雰

蛮年雇墾貰選軍うィフルーツ
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作

題

由
員 臨見口

Ⅲ

最 優 秀 賞
鹿島市立学校給食センター

優 秀 賞
武雄市立山内東小学校

Fl

優 秀 賞
佐賀県立金立特別支援学校

鑽

ユニーク賞
唐津市立長松小学校

部

゛

自

最 優 秀 賞
佐賀県立伊万里商業高等学校

日
Ｊ
ロ
ー部由

優 秀 賞   優 秀 賞
唐津市立西唐津小学校  伊万里市学校給食センター

普及奨励賞
小城市芦刈学校給食センター

普及奨励賞
江北町学校給食センター

アイデイア賞
上峰小学校給食室

ユニーク賞
佐賀市諸富学校給食センター
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地
場
産
物
を
生
か
し
た
　
献
立
作
り
に
取
り
組
ん
で

鹿
島
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

栄
養
教
副^

八
　
藤

静

ま

驚
■
燎

漁

駐

．

鹿
島
市
は
、
有
明
海
に
面
し
、
多
良
岳
山
系

に
日
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
町
で
す
．
そ
の
た
め
、

海
苔
の
養
殖
や
み
か
ん
栽
培
が
盛
ん
で
す
．
ま

た
、
鹿
島
市
は
古
く
か
ら
酒
造
り
が
盛
ん
な
町

で
、
市
内
に
も
た
く
さ
ん
の
酒
蔵
が
あ
り
ま
す
。

鹿
島
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
学

校
九
校
、
中
学
校
二
校
を
担
当
し
、
児
童
生
徒

約
二
七
五
〇
人
分
の
給
食
を
作

っ
て
い
ま
す
。

食
数
が
多

い
の
で
、
全
て
の
食
材
を
鹿
島
市
産

ま
た
は
佐
賀
県
産
を
使
用
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
納
入
業
考
の
方
々
と
連
携
し
、
出
来

る
限
り
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

鹿
島
市
産
の
食
材
の

一
つ
に
バ
ラ
十
し
の
り

が
あ
り
ま
す
。
バ
ラ
干
し
の
り
は
、
通
常
の
板

の
り
の
よ
う
に
形
成
せ
ず
、
海
苔
網
か
し
取
れ

た
て
の
状
態
で
乾
燥
さ
せ
て
い
ま
す
．
そ
の
た

め
、
香
り
が
よ
く
、
旨
味
も
強
く
感
じ
ら
れ
ま

す
．
給
食
で
は
、
バ
ラ
十
し
の
り
を
汁
物
や
和

え
物
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
学
校
給
食
調
理
献
立
発
表
会
で
紹
介

し
た

「鶏
肉
と
大
豆
の
有
明
揚
げ
」
に
も
バ
ラ

干

し

の
り
を
使

用

し

て

い
ま
す
。
こ

の
メ

ニ
ュ
ー
は
、　
一
口
大
に
カ
ッ
ト
し
た
佐
賀
県
産

の
鶏
肉
に
、
バ
ラ
干
し
の
り
が
入

っ
た
衣
を

つ

け
て
揚
げ
ま
す
ｃ
そ
し
て
佐
賀
県
で
作
ら
れ
て

い
る
大
豆

（
フ
ク
ユ
タ
カ
）
を
揚
げ
た
も
の
と

一
緒
に
、
甘
辛
く
味
付
け
し
た
タ
レ
で
絡
め
た

も
の
で
す
．
子
ど
も
達
の
中
に
は
、
豆
が
苦
手

な
子
ど
も
も

い
ま
す
が
、
揚
げ
た
り
、
肉
と
組

み
合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
よ
く
食
べ
て
く
れ

て
い
ま
す
．

ま
た

「
鹿
島
ほ

っ
こ
り
汁
」
は
、
鹿
島
市
で

製
造
さ
れ
た
甘
酒
を
隠
し
味
に
入
れ
て
い
ま
す
ｃ

「
ほ

っ
こ
り
汁
」
と

い
う
名
前
に
は
寒

い
季
節

に
根
菜
や
し
ょ
う
が
、
甘
酒
が
入

っ
た
汁
を
食

べ
て
、
体
を
温
め
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
を
込

め
ま
し
た
こ
「
野
菜
の
も
み
じ
和
え
」
は
、
鹿
島

市
産
の
フ
ル
ー
ツ
人
参
を
使

っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
で
味
付
け
し
ま
し
た
．
ま
た
、
鹿
島
市
と

い

え
ば
佐
賀
県
有
数
の
み
か
ん
の
産
地
で
す
。
給

食
で
も
旬
の
時
期
に
は
、
定
期
的
に
鹿
島
市
産

の
み
か
ん
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の

中
に
は
、
家
や
親
戚
が
み
か
ん
栽
培
を
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
家
庭
と
給
食
の
み
か
ん
の
違

い
を
語

っ
て
く
れ
る
子
ど
も
も

い
ま
す
．

学
校
給
食
を
通
じ
て
、
子
ど
も
達
に
鹿
島
市

の
食
材
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
．
そ
し
て
子
ど
も
達
が
大
人
に
な

っ
た

と
き
に
、
鹿
島
市
の
食
材
に
誇
り
を
持

っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
日
々
献
立
作
り
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
．

こ
の
た
び
は
「
学
校
給
食
献
立
調
理
発
表
会
」

に
お
い
て
最
優
秀
賞
と

い
う
、
す
ば
ら
し
い
賞

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ

け
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

学
校
栄
養
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
よ
う
に
な

り
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。
毎
日
が
不
安
で
戸
惑

う
こ
と
が
多
く
、
周
り
の
先
生
方
や
他
校
の
栄

養
教
諭
　
学
校
栄
養
職
員
の
方
々
に
相
談
を
し

て
ご
助
言
　
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
職
務
に
励

む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
日
々
の
業
務
に
追

わ
れ
な
が
Ｌ
も
、
生
徒
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
献

立
作
成
を
し
て
い
ま
す
が
、
残
菜
の
量
を
見
て

反
省
す
る
こ
と
も
多
く
、
幅
広
い
知
識
を
身
に

つ
け
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

定
時
制
高
校
は
、
全
国
制
と
比
べ
て
生
活
リ

ズ
ム
や
食
生
活
が
乱
れ
て
い
る
生
徒
が
多
く
、

三
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
生

徒
は
と
で
も
少
な
い
で
す
．
だ
か
ら
こ
そ
、
食

事
の
大
切
さ
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
見
本
と
な
る
学
校
給
食

の
役
割
は
と
て
も

大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
献
立
に
は
、
苦
手
な
食
べ
も
の
で
も
調

理
の
工
夫
で
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
は
じ

い
と
い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
「
れ
ん
こ
ん
ハ

ン
バ
ー
グ
」
は
佐
賀
県
産
の
れ
ん
こ
ん
を
使
用
し
、

半
量
は
す
り
お
ろ
し
て
、
残
り
半
量
は
粗
み
じ
ん

切
り
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
ま
し
た
。
人
気

の
ハ

ン
バ
ー
グ
に
れ
ん
こ
ん
を
入
れ
る
こ
と
で
、
苦
手

な
生
徒
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
「
じ
ゃ
が
い
も
き
ん
び
ら
」
は
食
べ
や

す

い
よ
う
に
カ
レ
ー
味
に
し
ま
し
た
，
「
ひ
じ
き

の
ご
ま
マ
ョ
ネ
ー
ズ
和
え
」
は
普
段
食
べ
る
こ
と

が
少
な

い
ひ
じ
き
や
小
松
菜
を
生
徒
が
好
む

マ

ヨ
ネ
ー
ズ
味
に
し
て
、
不
足
し
が
ち
な
鉄
や
食
物

繊
維
が
摂
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
．
「
豆
乳
入

り
み
そ
汁
」
は
み
そ
汁
を
食
べ
慣
れ
な
い
生
徒
が

多

い
の
で
、
地
元
産
の
食
材
を
た
く
さ
ん
使
用
し
、

豆
乳
を
加
え
優
し
い
味
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
地

元
で
採
れ
る
食
材
を
紹
介
し
た
り
、
季
節
を
感
じ

る
旬

の
食
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
地
産
地
消
や

感
謝
の
心
を
育
て
て
い
ま
す
．

命
に
関
わ
る
責
任
の
重

い
職
で
は
あ
り
ま
す

が
、
毎
日
の
給
食
を
楽
し
く
、
お
い
し
く
食
べ
て

く
れ
る
こ
と
が
最
大

の
喜
び
で
す
。
共
に
働
く

調
理
員
の
皆
様
に
も
助
け
て
い
た
だ
き
毎
日
の

給
食

の
提
供
が
で
き
て
い
ま
す
．
生
き
た
教
材

で
あ
る
、
安
全
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
で
き

る
の
も
学
校
栄
養
職
員
で
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
、
専
門
性
を

高
め
る
た
め
の
努
力
を
重
ね
、
学
校
給
食

の
充

実
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

拗

之

佐
賀
県
立
伊
万
里
商
業
高
等
学
校

副
王
任
学
校
栄
養
職
自貝

鳥

　

谷

美

穂
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佐
賀
市
立
開
成
小
学
校

舅

諭

藤

原

宏

美

「先
生
、
今
日
の
給
食
お
い
し
か

つ
た
よ
。
」

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
報
告
し
て
く
れ
る
と
き
、

こ
の
職
に
就
け
た
こ
と

へ
の
喜
び
を
感
じ
ま
す
．

栄
養
教
諭
と
し
て
着
任
し
、
初
め
て
の
職
務

へ
の

不
安
や
焦
り
の
中
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

あ
り
、
無
我
夢
中
の
毎
日
で
し
た
。
悩
ん
だ
と
き
は
、

同
僚
の
先
生
方
、
先
輩
の
栄
養
教
諭

。
学
校
栄
養
職

員
の
先
生
方
に
相
談
し
、
助
言

・
ご
指
導
を
い
た
だ

き
な
が
ら
励
ん
で
き
ま
し
た
し
ま
た
、
毎
日
の
給
食

に
お
い
て
は
、
調
理
員
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支

え
て
い
た
だ
き
、
励
ま
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

一
年
間
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
日
々
の
業
務
に

追
わ
れ
、
自
信
が
持
て
な
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
に
助
け
ら
れ
、
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
３

給
食
の
時
間
に
ク
ラ
ス
を
回
り
、
子
ど
も
た
ち
の

様
子
を
見
て
声
掛
け
を
し
て
い
る
と
、
空
に
な

っ
た

お
皿
を
満
足
げ
に
見
せ
、
「全
部
食
べ
た
よ
．
」
「
お
か

わ
り
し
た
よ
ｃ
」
と
報
告
し
て
く
れ
ま
す
（）
中
に
は
、

「苦
手
だ

っ
た
け
ど
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
。
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
る
子
も
お
り
、
励
み
に
な

っ
て

い
ま
す
。
以
前
に
比
べ
て
食
べ
る
量
が
増
え
、
苦
手

だ

っ
た
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
食
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と

が
で
き
、
食
の
教
育
に
結
び
つ
く
献
立
作
成
が
き
ち

ん
と
で
き
た
の
か
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
栄
養
教
論
と
し
て
、
安
心
安
全
な
給

食
を
提
供
し
、
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
が
で
き
る

よ
う
、
日
々
の
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
．

唐
津
市
立
厳
木
中
学
校

蒙

諭

山

口

恵

未

四
月

一
日
に
辞
令
を
受
け
、
栄
養
教
論
と
し
て
採

用
さ
れ

一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
．
振
り
返
る

と
あ

っ
と
い
う
間
で
、
常
に
目
の
前
の
仕
事
を
こ
な

す
の
が
精
い
っ
ぱ
い
、
駆
け
抜
け
る
よ
う
な

一
年
で

し
た
．
毎
日
が
不
安
で
戸
惑
う
こ
と
が
多
く
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
も
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
周
り
の
先
生
方

や
親
身
に
な

っ
て
相
談
に
の
っ
て
く
だ
さ
る
同
期
の

先
生
方
に
恵
ま
れ
、
日
々
の
職
務
に
励
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
笑
顔
を

一
番
に
考
え

て
い
る
パ
ワ
ー
溢
れ
る
調
理
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、

温
か
い
喝
を
い
れ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
毎
日
の
給

食
を
提
供
で
き
て
お
り
ま
す
。
周
り
を
見
渡
せ
ば
、

こ
の
よ
う
に
多
く
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
現
在
、
私
は
昨
年
の
人
月
に
新
設
さ
れ
た
唐
津

市
東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
っ

新
た
な
環
境
に
慣
れ
る
こ
と
に
不
安
は
あ
り
ま
し
た

が
、
二
人
の
栄
養
教
諭

。
学
校
栄
養
職
員
の
先
生
方

と

一
緒
に
働
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
恵
ま
れ
た
環

境

で
働
か
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
思

い
ま
す
．

日
々
の
業
務
は
も
ち
ろ
ん
、
調
理
員
の
皆
さ
ん
と
信

頼
関
係
を
築
い
て
い
る
姿
や
、
子
ど
も
た
ち
と
の
接

し
方
な
ど
、
そ
の
後
ろ
姿
か
し
学
べ
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
先
輩
の
先
生
方
と

一
緒

に
働
い
て
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
学
び

続
け
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
で
す
。
必
要
な
知
識
は
自

分
で
し
っ
か
り
と
勉
強
し
、
そ
の
上
で
現
場
を
み
て
、

自
分
の
中
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
ｃ
そ
の
繰
り
返
し

が
基
本
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
料
理
の
山
来
や
歴

史
、
お
い
し
い
給
食
を
届
け
る
た
め
の
調
理
法
の
工

夫
な
ど
、
学
び
続
け
な
姿
勢
を
大
切
に
し
て
、
給
食

を
教
材
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

田
心
い
十
■
フ
．　
　
　
　
　
．

佐
賀
県
立
う
れ
し
の
特
別
支
援
学
校

栄
養
教
諭
　
岡
　
本
　
絵
梨
香

栄
養
教
諭
と
し
て
、
佐
賀
県
立
う
れ
し
の
特
別
支

援
学
校
に
勤
務
し
、
あ

っ
と
い
う
間
に

一
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
．
私
は
、
学
校
栄
養
職
員
と

し
て
、
佐
賀
市
の
小
学
校
に
二
年
間
の
経
験
は
あ

っ

た
も
の
の
、
特
別
支
援
学
校
は
、
ペ
ー
ス
ト
食
な
ど

の
通
常
の
形
態
と
は
異
な
る
特
別
食
や
、
寄
宿
舎
の

食
事
が
あ
り
、
戸
惑
う
こ
と
が
多
く
、
毎
日
、
慣
れ

る
こ
と
で
精

一
杯
で
し
た
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
度
に
、
周
り
の
先
生
方
や
、
調
理
員
の
方
々
に
相

談
し
、
支
え
て
頂
き
な
が
ら
業
務
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
っ
特
別
支
援
学
校
で
あ

っ

て
も
、
「食
べ
る
こ
と
」
は
、
楽
し
み
の

一
つ
で
あ
り
、

給
食
時
間
を
待
ち
遠
し
く
思

っ
て
く
れ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
ｃ
天
マ
日
の
給
食
お
い

し
い
よ
」
の
声
が
聞
け
た
り
、
笑
顔
で
給
食
を
食
べ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
た
り
す
る
こ
と
が
、

私
の
大
き
な
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
に
関
す
る
指
導
で
は
、
小
学
部
と
中
学

部
で
授
業
を
し
ま
し
た
ｃ
文
字
で
理
解
す
る
こ
と
が

難
し
い
子
ど
も
も
た
く
さ
ん
い
て
、
「伝
え
る
∵

」
と

の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
な
る
べ
く
実
物
や
写

真
、
イ
ラ
ス
ト
を
使
う
こ
と
や
、
紙
芝
居
な
ど
を
行

う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
持

っ
て
聞
い
て

く
れ
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
と
連
携
し
て
個
に
応
じ

た
教
材

・
教
具
を
作
成
す
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
つ
く
り
あ
げ
た
授
業
で
し
た
が
、
授
業
中
の
子

ど
も
た
ち
の
反
応
が
よ
か

っ
た
り
、
明
る
く
元
気
に

発
表
し
て
く
れ
た
り
と
、
充
実
し
た
授
業
内
容
に
な

り
ま
し
た
。

食
育
を
実
践
し
て
い
く
上
で
も
、
給
食
は

一
番
の

題
材
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
栄
養
教
諭
と
し
て
、

安
心
安
全
で
お
い
し
い
給
食
の
献
立
作
り
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
採
用
の
こ
の

一
年
で

学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
自
身
の
資
質

向
上
の
た
め
の
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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カレークノーデル

北海道産のポテ トでポークカレー (乳  卵
無し)を 包んだ二層仕立てのコロッケです。

さば生姜煮
40g(28g+タ レ12g)
50g(35g+タ レ15g)

日本近海のさばを特製の醤油タレに生姜を

加えておいしく煮込みました。高圧処理をし
ておりますので、侶まで軟らかく食べて頂け
ます.

オーシヤンキングほぐし身 (N) l kg
カニlll肉風の食感や色にこだわつた魚肉練

り製品のほぐし身タイブです。サラダやスー

プの彩りとしてご使用ください。子し 卵 小
麦を由来とした原材料を使用しておりません=

自身竜田

あつさいとした自身魚 (ホ キ)を 使用し、
和風しよう油味の竜比1粉で香りよく仕上げた

製品です.
そのままでも、あんかけにしてもおいしく

召し上がれます.

あじの梅の香フライ      約30g
あじのフイーレに、梅肉バウダーを配合し
た特殊な衣を千」けました。ほのかに香る梅鳳t
味のアジフライです。

※「あじJの 原料には個体差がある為、「約
30g」 とさせて頂いております。

50g ランチしゆうまい13 13g

チキンスープをベースにオイスターソース

とごま油を加えてtL上げました。

50g
60g

平
成
２９
年
１
月
２２
日
、
本
会
で
開
催
し
ま
し

た
物
資
選
定
委
員
会
に
お

い
て
、
平
成
２９
年
度

第
１
学
期
冷
凍
食
品
重
点
品
目
が
次

の
と
お
り

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
新
規
選
定
品
　
＝
品

「
九
州
８
県
共
通
選
定
品

（６
品
と

，
国
産
ミ
ー
ト

ハ
ン
バ
ー
グ
Ｃ
ａ
＆
Ｆ
ｅ

４０

ｇ

　

６０

ｇ

．

８０

ｇ

。
さ
ば
生
姜
者
（　
４０
ｇ

．
５０
ｇ

・
い
わ
し
の
カ
リ
カ
リ

フ
ラ
イ

・
焼
売

（肉
）

・
瀬
戸
内
産
レ
モ
ン
ゼ
リ
ー

（は
ち
み
つ
風
味
）

・
フ
ル
ー
ツ
ム
ー
ス

「
持
ち
帰
り
品

（５
品
と

・
カ
レ
ー
ク
ノ
ト
デ
ル
　
５０
ｇ

．
６０
ｇ

；
日
身
竜
田

・
ラ
ン
チ
し
ゅ
う
ま
い
１３

・
あ
じ
の
梅
の
香
フ
ラ
イ

・
オ
ー
シ
ャ
ン
キ
ン
グ
ほ
ぐ
し
身

（Ｎ
）

●
既
存
品
　
９
品

。
厚
焼
卵

．
ギ
ョ
ー
ザ
２５

・
パ
リ
パ
リ
の
春
巻

・
い
か
天
ぷ
ら

（Ｆ
ｅ

・
Ｚ
ｎ
入
り
）

４０

ｇ

．

５０

ｇ

・
子
持
ち
カ
ラ
フ
ト
シ
シ
ャ
モ
フ
ラ
イ

・
い
わ
し
梅
煮
　
４０
ｇ
　
５０
ｇ

・
絹
厚
あ
げ

・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ツ

・
国
産
鶏
の
て
り
や
き
パ
テ
ィ
　
４８
ｇ

・
６０
ｇ

●
九
州
地
区
統

一
自
主
規
格
品
　
３
品

・
ス
ク
ー
ル
ハ
ン
バ
ー
グ

（乳
　
卵
抜
き
）

。
者
込̈
用
ス
ク
ー
ル
ハ
ン
バ
ー
グ

（焼
目
付
）
（乳

・
卵
抜
き
）

ビ
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル

（乳

・
卵
抜
き
）

●
佐
賀
県
学
校
給
食
会
自
主
規
格
品
　
３
品

・
冷
凍
さ
が
み
か
ん
ゼ
リ
ー

・
う
れ
し
の
茶
ム
ー
ス

・
冷
凍
み
か
ん

以
上
の
品
目
は
す
で
に
ご
予
約
を

い
た
だ

い

て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
ｃ

商
品

の
安
全
性

の
管
理
、
よ
り
円
滑
な
供
給

を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
供
給
時
に
は
、
自
主
検
査
を
実
施
し
、

安
全
確
認
の
充
実
を
図
り
、
検
査
結
果
に
つ
い

て
は
対
象
校
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お

り
ま
す
。

①
細
菌
検
査

本
会
初
回
入
荷
品
に
つ
い
て
公
的
機
関
で
の

細
菌
検
査

（８
項
目
）
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

②
残
留
農
薬
検
査

九
州
８
県
共
通
選
定
品
に
つ
い
て
、
野
菜
原

料
を
２０
％
以
上
含
む
調
理
加
工
品
に
農
薬
多
成

分

（４２０
項
目
）
検
査
。

そ
れ
以
外

（デ
ザ
ー
ト
を
含
む
）
の
も

の
に

有
機
リ
ン
系
農
薬

（４５
項
目
に
ホ
レ
ー
ト
を
追

加
）
検
査
。

Ｏ
放
射
性
物
質
検
査

放
射
性
物
質

の
食
品

へ
の
汚
染
が
心
配
さ
れ

る
状
況
を
踏
ま
え
、
国
が
定
め
た
基
準
に
準
じ

て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

九
州
８
県
共
通
選
定
品
に
つ
い
て
、
検
査
対

象
は
、
原
子
力
災
害
本
部
が
出
し
た

「検
査
計

画
、
出
荷
制
限
等

の
品
口

・
区
域
の
設
定

・
解
除

の
考
え
方
」
の
対
象
１７
白
治
体
で
生
産
さ
れ
た

食
品
を
原
料
と
す
る
物
資
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら

の
対
象
自
治
体
に
あ
る
加
工
工
場
で
製
造
さ
れ

た
物
資
及
び
そ
の
他
に
必
要
性
が
あ
る
物
資
を

検
査
。


